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論文内容の要旨












伝子がゲノム DNA に挿入されていることを PCR 法とサザンハイブリデイゼーション法で確認した。
第三章では、バイオアクティブビーズを用いた YAC のデリパリーについて述べた。 GFP 遺伝子とカナマイシン耐
性遺伝子、およびシロイヌナズナの 36 遺伝子を含む 124 kb の酵母人工染色体 (YAC) をバイオアクティブビーズ方












その結果、タバコにおいては形質転換体を取得することに成功した。またタバコ細胞においては巨大 DNA (YAC) 
を細胞中にデリパリーすることに成功した。以下の主要な結果を得ている。
1. バイオアクテイブビーズを用いた植物細胞への遺伝子導入






2. バイオアクティブビーズを用いた YAC のデリパリー
GFP 遺伝子とカナマイシン耐性遺伝子、およびシロイヌナズナゲノムに由来する 36 遺伝子を含む 124 kb の酵母





遺伝子を含むプラスミド DNA のイネ細胞への導入を試みた。その結果、 GFP をマーカーとした一過性発現を観察し
た。この結果はバイオアクティブビーズ法が単子葉植物にも応用可能であることを明確に示したものといえる。
以上のように、本論文は、高等植物における新形質転換系としてのバイオアクティブビーズ法を開発して、生物工
学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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